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学校関係者評価委員会

1.学校関係者評価委員

PATTERN STUDIO SYNERGY　代表

株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役

株式会社ケイズ・ユニット　代表取締役

famo.DESIGN STUDIO　代表

卒業生：有限会社ヴィジョン・イメージ・ファクトリー デザイナー

保護者：中国デザイン専門学校 教育助成会 会長

2.実施方法、公表

3.2025年度学校自己評価における学校関係者評価

　評価　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　 NA.当てはまらない　

4.評価総括

◯評価結果とその背景

◯今後の取り組み

◯課題の解決、改善結果の報告

　「資格検定に対応するカリキュラム開発の必要性」、「退学率低減に向けた施策」への取り組み強化の

ための施策を打ち出すことに注力します。デザイン教育の特性である「感性の育成」を継続しつつ、今後

未来に関わる必要性の高い「技能教育」「デジタルリテラシー教育」をバランスよく配分することが、こ

れからのデザイン教育現場に必要と感じています。キャリア形成を推進するカリキュラム等の開発と実施

はできているが在校生への浸透率が低く、資格検定の取得率向上や退学率低減へつながるための根幹であ

る「人間力、社会的・職業的自立」に向けた、本校らしいキャリア教育の整合性を高めていくことが次年

度以降に向けて大きな役割となります。

デジタルリテラシー教育の更なる向上のため、教育環境のICT化、DX化を推進し情報処理系のデジタル機器

を導入。2DCADから3DCGを通じてデジタルファブリケーション環境（実商品化）に向けた教育環境を順次整

理して導入。今後のデザイン業界に必要な人材育成に努めています。

守屋　謙太郎

藤原　敏嗣

福田　未菜

塚田　尚美

学校関係者評価の実施にあたっては、年度末に実施した「学校自己評価報告書」を2025年度学校関係者評

価委員会にて学校関係者評価委員の皆様にご説明し、学校自己評価の各項目に対するご意見と評価をとり

まとめた。

評価結果は、今後の本校における教育活動や学生指導等の学校運営の改善にいかし、教育水準の向上に努

めることとし、ホームページ等に公表します。

　評価委員総合評価は３.５９ポイントで、昨年度とより０.１６ポイント減少した。順次、改善点を見出

し取り組みを進めている項目もあるが、早急な対応がまだ不十分な部分もある。「基準３：教育活動」

「基準４：教育成果」の資格取得の目標達成、退学率の低減に関する項目は早急に対処する必要性がある

と判断する。

丹羽　雅人

2025年度　学校関係者評価委員会報告書

　学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 関係者評価委員会は「2024年度学校自己評価報告書」の

結果に基づいて学校関係者評価を2025年7月2日(水)に実施したので、下記のとおり報告します。

名　前 所　　　属

藤森　英樹（委員長）
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１　教育理念・目的・育成人材像など

３　教育活動

基準４　教育成果

３−１８　キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが実施されているか

３−１４　授業評価の実施・評価体制はあるか

１−３　学校の将来構想を抱いているか

２−４　運営方針は定められているか

４−１９　学生の就職に関する目標を達成したか

４−２０　資格取得に関する目標を達成したか

４−２１　退学率の低減に関する目標を達成したか

４−２２　卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか

２　学校運営

２−９　情報システム化等による業務の効率化が図られているか

３−１０　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられているか

３−１１　各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材

ニーズレベルに照らして、また学科の教育機関を勘案して、達成することが可能なレベルとし

て、明確に定められているか

３−１２　カリキュラムは体系的に編成されているか

３−１３　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか

１−１　理念・目的・育成人材像は定められているか

１−２　学校の特色はなにか

２−５　事業計画は定められているか

２−６　運営組織や意志決定機能は効率的なものになっているか

２−７　人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか

２−８　意志決定システムは確立されているか

３−１５　育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか

３−１６　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか

３−１７　資格取得の指導体制はあるか

クリエイティブ職ならではの「就職」がゴールではない進路

指導・キャリアビルドが模索されている。

対応能力に個人差がある様子。

次年度の目標と位置付け

次年度の目標と位置付け

学生の能力に応じて先生方でも評価軸に思案していること

が窺える。

次年度の目標と位置付け。
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５−２３　就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか
キャリアセンターが始動しており、今後より組織体制が安

定して学生サポートができると期待。

５−２４　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか

学校独自奨学金有。

基準５　学生支援

５−２６　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか

５−２７　課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか

５−２８　学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか

６−３１　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応出来るよう整備されているか
トイレ改修・エアコン改修・LED化など、学生生活にフィード

バックされる環境改善がなされた。

５−２９　保護者と適切に連携しているか

５−３０　卒業生への支援体制はあるか

基準６　教育環境

６−３２　学外実習、インターンシップ、海外研修等は十分な教育体制を整備しているか
海外研修プログラムが3年目を迎えるにあたりさらなる期

待ができる。

建築コースは、他の学校よりデザイン面で充実しているこ

とを広報した方がいいと思います。

６−３３　防災に対する体制は整備されているか

７−３４　学生募集活動は適正に行われているか

基準７　学生の募集と受け入れ

７−３６　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか

７−３５　就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学生募集に貢献したか

７−３７　学納金は妥当なものとなっているか

海外研修プログラムが3年目を迎えるにあたりさらなる期待ができる。

８−３８　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

８−４０　財務について会計監査が適正におこなわれているか

８−３９　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

８−４１　財務情報公開の体制整備はできているか

基準１０　社会貢献

基準９　法令等の遵守

９−４４　自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか

９−４２　法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

９−４３　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

９−４５　自己点検・自己評価結果の公開はしているか

１０−４６　教育資源を活かした社会貢献

１０−４７　ボランティア活動の支援

　学生からの要望が強かった冷暖房等、学習環境がかなり改善され、問題点を吸い上げ解決姿勢が評価できる。特に、入学者
を増やすための施策、デザイン能力の向上を目指した通念的な取り組みを常勤の先生方が努力されていることがとても目に見
える形でなされており評価できる。
　通常の民間企業では重視されている経営理念、方針等が若干発信不足であるように思う。さらに100周年に向けて、100年企
業として地元で欠かすことのできない存在意義を持ち続けたこと、さらにそれを継続していくということを意識的に発信して、知
名度と希少性を高める働きを強化すれば、そのことで入学者の増加、他の企業との関連など多くのメリットがもたらされるのでは
ないかと考えている。
　学校の評価については、点数で記載した通りです。18歳人口が減り続ける難しい時代ですが中国デザイン専門学校は、校名
に「デザイン」が入っている点で、他の専門学校と違う明快な特徴があります。その辺りを上手にPRして、生徒募集に繫げられた
ら理想的なのかと思います。
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　あとは、以前から行われていたDETCHは、学生の力とアイデアで企業のお困り事を解決するようなプロジェクトだと思います
が、もう少し公共性が高いプロジェクトが行えて、SNSなどで発信できたらかなり強力な広報になるのではと感じました。具体的
な案が出てこないので、AIに聞いたところ、「これからの公共プロジェクトでは、学生たちがリサーチやアイデア出しのフェーズで
AIを活用し、それを「グラフィック、Web、衣服、空間」という、AIには真似できない人間ならではのリアルな『具体物（アウトプット）』
として着地させる、先進的なデジタル×アナログのハイブリッドプロジェクトを立ち上げることが可能だと思います。各学科の垣根
を越えて、例えば「一つの島や一つの地場産業を、グラフィック・Web・ファッションの全学科でトータルプロデュースする」といった
合同プロジェクトなどは、まさに現代の教育界や地域社会から最も求められている形です。授業のヒントや企画の種として、お役
に立てば幸いです。」　と出てきました。都会の成果が求められるプロジェクトではなくて、田舎を元気にするような、学生の自由
さが活きるプロジェクトが何かできて、SNS等で発信できたらと思うのですが。
　学校が取り組める改善にはスピード感をもって取り掛かり、学生や教員の「人」への行動変化は徐々に始まっていると理解しま
した。
　デジタル分野の技術進歩が著しい時代に、「クリエイティブ」に求められる能力は変わってきています。デザイン専門学校とし
て、ビジネスとしてのクリエイティブと創造性を育む教育環境のバランスの位置どりが、今後の学校のあり方そのものになると感
じます。大学を含む競合する学校の中で、御校がどのような「デザインクリエイティブの未来」を描き、学生や入学検討者、その
保護者に対して示せるかは課題として常に意識しておきたい点です。一方で、学校内での在校生に対する教職員のケア体制に
は、その繊細な業務に日々並々ならぬ努力があると思われます。学生の個々に丁寧なサポートをしていくことで、素直にそのア
ドバイスを受け取り日々の課題に向き合ってくれる関係性を作ることは大変な労力を割いて対応されていると認識しました。
　資格や検定の受験と合格率を上げる、また退学者を減らしていくために、学生たちが振り落とされない程度で学校内と社会の
間のギャップを埋めていく作業が次年度の課題ですが、いかに日々の生活が自身の成長に直結するかを、社会との接触の中
で確かめる機会（やる気スイッチのきっかけづくり）が定期的に必要かなと思います。
　生成AIの成長スピードはすごいです、人々に普及しています。作業としてのクリエイティブは不要になる時期が来ていると感じ
ます。学生がAIで作ったロゴを、どう評するか？「考えて手を動かす」モノづくりの学校が問われる側として、答えを常に更新しな
がら持ち続けていただきたいです。




